
英会話教室Ⅶ 

 

令和 5年度 認定こども園あすなろ幼稚園  

7月 園 だ よ り 
      

青森の梅雨明けはまだ先ですが、子ども達は元気に過ごしています。」思いっきり遊んで汗

びっしょりになることもあるので、着替えや水分補給には気を付けています。 

7月は七夕やプール開きなど、夏らしいイベントが目白押しです。今年も新青森駅の待合室

に、子どもたちが作った笹飾りが、お客様をお迎えします。そして待合室を利用する方々の願

いが込められた短冊も加わり、賑やかな七夕飾りになりそうです。子どもたちの願いは・・・ぜ

ひ、見に来てください！ 

これから夏本番に入ります。関東から西は、青森では考えられない気温の猛暑日が続き、そ

のたびに「青森で良かった・・・。」と胸をなでおろしています。路面の温度もすごいです。大人

と違って身長が低い子どもは、路面から近く照り返しが大人より強いです。気温 30℃だとア

スファルトの熱さを５０℃位まで上がり子どもの顔の周りでは３８℃位にも達するといいま

す。特に、小さなこどもは汗をかく機能が未熟なため、からだに熱がこもりやすくなります。

子どもは大人より熱中症にかかりやすいので、こまめに水分を取らせましょう。 

   

日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3安全点検日 

さくら組個人

面談 

4 

英会話教室 

リトミック 

5 6 

体操教室 

7 

七夕集会 

8 

9 10 

身体測定 

11 

英会話教室 

12 13 

体操教室 

14 

6.7月生まれ 

お誕生会 

15 

16 17 

海の日 

18 

英会話教室 

19 

縁日ごっこ 

20 

教育費納入日 

21 

1学期終業式 

22 

もも1.2組すみ

れ組参観日 

23 24 

夏季保育 

25 26 27 28 

さくら組お泊り

保育 

29 

30 31 

夏季保育 

〇夏季保育開始  7月 2４日～8月１８日 

※夏季保育に関して、後日用紙をお渡しします。ご利用の方は用紙をご確認の

上、お申込みをお願いします。 
〇8/19 は、職員の園内研修があるためお休みいたします 預かり保育もありま

せん 

 

 

 

 

       

   JRの七夕飾り 
今年は6月３０日～7月１０日まで、新青森

駅 2階待合室に飾ります。                        

7/２８(金)～２９(土) 
さくら組のおとまり会 

があります。  

ロープウェイ・山歩き・スイカ 

割りに夕食作り。夜は・・・・・・。 

 後程、お手紙が渡ります。 

楽しみにしてくださいね。心配事があるかたは、面談の

時にご相談ください。 

 

 

 

7月行事予定 
 

 

毎日の水筒のご用意 ありがとうございます。 

暑くなってきましたので、水分補給も増えてきました。 

子どもたちは喉が渇くと、自分の水筒を持ってきておいし

そうに飲んでいますよ～。 

 

 

感染症 ヘルパンギーナ 

 
夏、乳幼児が多く罹患する感染症。39～40℃の

高熱が突然出て、上顎や喉の奥に水疱ができま

す。熱が出るので水分を飲ませたいのですが、喉

が痛くなり嫌がる子どもも。少しずつでいいので

必ず水分補給をしましょう。多くの場合は 

2～4日で回復します。 

夏の土用といえば立秋の直前 18 日間のこと。土用

は季節の節目の一つで、その時期にちなんだ食べ物

を食べる風習があります。土用の丑の日には「う」の

つく食べ物が良いとされ、なかでも有名なのがうな

ぎ。夏の暑さを吹き飛ばすスタミナたっぷりの食材 

  ですね。 今年の土用の丑の日は 

7月 30日です。 

 

 

    七夕について 

七夕は笹の節句とも呼ばれ、桃の節

句や端午の節句などと同じ季節の節目を

表す行事です。手習いごとの上達を願う日

本の行事と、織姫彦星の伝説がある中国の

風習が合わさって現在のような行事になり

ました。昔は「字が綺麗になりますように」

という願いを込めて笹に短冊をつるしてい

たようです。 

夏休み、最も注意したいのが水の事故。浅

い場所でも絶対に目を離さないのはもちろ

んのこと、海や川ではお子さんにライフジャ

ケットを身に付けさせてください。プール

では、遊具や台などの下に潜らないよう遊

ぶ前によくお話してください。死角に入っ

てしまうと溺れても気づいてもらえませ

ん。 

水の事故に注意 

虫刺され予防  
 

室内で使う虫よけ剤は原則 1 種類に。虫が

多く心配な場合は、外にも虫よけ剤を置いた

り、子ども用の蚊帳を使うなど、虫よけ剤を

多用しないよう注意します。屋外では、肌に

スプレー・塗布する虫よけ剤が便利ですが、

小さな子供の場合、手を口に入れたり目をこ

すったりすることがあるので、気をつけまし

ょう 
 

 


